
会 議 録            会議名： 令和６年度 第４回 運営推進会議（せとうち） 

■ 日 時 ：令和 6年 11月26日（火） １０：３０～１１：40   

■ 出 席 者 ：別紙参照 

 書 記 ： 田中 寿一            

■ 議 題 ：令和 6年度 現況報告 他 【別紙参照】 

■ 内 容 ： 

１．施設内 見学  

Q.施設の食事は職員も同じものを食べていますか？ 

A．希望者はご利用者様と同じものを食べています。１２月からは厨房が自営に変わるので皆様のお口に合う 

   物である事を願っています。 

 

２．令和 6年度 小規模 現況報告９月～１０月 （資料-1） 

  ・10月の平均介護度は 2.3と少し重度化してきていますが、泊まりを利用しながら在宅での生活を続けている 

  ・泊りの人数が定員を超える事が多くなっているが、自宅での排泄がうまく行かず、朝には身体が冷え切っている 

 利用者様を緊急で泊めている状況です。 

・資料には無いが 11月に自宅の風呂場にて亡くなられた利用者様が１名おられます。寒暖差にてヒートショックが 

  起きていたのではないかと推測される。小規模内でもお風呂介助があるので注意するようにしている。 

 ・Q.事故報告に離園とあるがどのような事ですか？ 

  A.通常での離園は敷地内から出てしまう事であるが、小規模から道路へ出る事はないが職員の意識をしてもらう 

   意味を込めて事故報告書をあげている。 

 

３．せとうち食堂について（資料 2） 

 ・現在、物価高騰の中100円で提供できているのは、地元企業や社協様のフード協力があるおかげです。 

  せとうち食堂へご協力いただける地元企業様を募集しています。ぜひ、お声掛けしてください。 

 ・来年からは 200円に値上げも検討しているが、出来るならば今のままで今年度を終わりたい。 

 

４．地域情報交換会、その他（質疑応答など） 

 ・11月に日中想定の避難訓練をおこなった。今回は瀬戸内市消防本部からも視察に来てもらい避難場所や 

  誘導をみてもらいました。 

 ・小規模でも寝室へご利用者様を避難させたが、人が集まると熱気で暑く団扇で対応した。 

 ・消防本部のかたへ避難場所の確認をしたが、小規模は南側の畑へ避難して待機しておくほうが良いとの事 

  避難場所を特定している事で消防隊員もすぐに駆け付ける事ができるとの事でした。 

（次のページへ） 



 Q.台風の時に吉井川が氾濫する危険もあるが、小規模のご利用者様はどのようにしているか？ 

 A.瀬戸内市のハザードマップを参照して浸水する可能性のあるご利用者様で、お一人暮らしの方に関しては 

  事前に小規模の泊りにサービスを変更して対応しています。 

  ご家族や近くにご協力を頂ける方がおられる方に関しては、お任せしている事が現状です。 

 ・個別避難計画の作成も言われているが小規模では進んでいない現状です。 

 ・今後は地域の方々にもご協力いただける災害避難訓練などを目標に考えていきたいと思います。 

 ・福田地区の民生委員にも参加して欲しいが、なかなか難しいお知り合いの方などがおられたら教えてください。 

 ・次回はサービス評価をおこないたいと考えておりますので宜しくお願い致します。 

  

 

次回 令和 7年 1月28日（火） 10：30～ 開催予定 

社会福祉法人  藤花会 


